
8章木材生産機能

ポイント
・木材をどれだけ効率的に収穫できるかという観点から、材積、道からの距離、斜面傾斜を用いて木材

生産機能を評価するモデルを作成しました。

・共通対象地では、面積当たりの材積の影響が比較的大きいことが分かりました。また、評価が高い林

地と低い林地が、それぞれ偏って分布していました。効率的な木材生産は、評価が高い林地が多いエ

リアでほかの機能とのバランスを考慮しながら進めていくのがいいでしょう。

機能の意義
森林は、我々の生活に欠かせない木材を供給する機能を持っています。木材を生産するためには森林

を伐採する必要がありますが、伐採によって森林の構造が変化し、他の機能に対して影響を及ぼすこと

が考えられます。森林の多面的機能の評価は、森林が持つ様々な機能を維持しながら、再生可能な資源

である木材を効率よく生産する方法を検討する際に役立ちます。

評価モデル
木材生産機能は他の機能と違い、経済活動へ直接的に関係する機能です。そのため、木材をどれだけ

効率的に収穫できるかと、収穫可能な木材の量が重要です。そこで、木材生産機能では面積当たりの材

積と、木材の伐採．搬出のコストに影響する因子（道からの距離と斜面傾斜）によりモデルを作成しま

した。

面積当たりの材積は、茨城県が作成した現実林分材積表を用い、樹種ごとに林齢と照らし合わせて計

算しました。道からの距離や斜面傾斜は国土地理院が発行している標高モデル等の地理データを解析す

ることで作成しました。次に、これらのデータを用いて対象地を区分し、それぞれに点数を付与しまし

た（表1)。区分するときの閾値は、対象地の地域森林計画を参考にしています。これらの合計点数を、

木材生産機能の評価値として採用しました。なお、天然林から生産される林木（主に広葉樹材）は用途

が限られることから、取引価格の比（広葉樹丸太価格／スギ丸太価格）で評価値を割り引きました。

木材生産機能の評価には様々な考え方があります。今回は一般的に適用できる、簡易な評価手法を用

いました。評価結果が必ずしも林業経営の有利、不利を表しているわけではないことに留意する必要が

あります。また、対象とする地域によっては、閾値や評価する因子を変えることも想定されます。

表1．木材生産機能評価のための点数表

木材生産に条件が有利なほど、点数が高くなるように設定しています。

点数 1 2 3 4 

材積 (m刃ha) く200 200~300 300~400 400:;a 

道からの距離 (m) 400;:;i; 300~400 200~300 く200

斜面傾斜 (0) 35;:;i; 30~35 15~30 く15
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評価モデルによる広域的な地図化
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図2.評価モデルによる共通対象地（茨城北部）の評点

a)材積に対する評点。 b)道からの距離に対する評点。 C)斜面傾斜に対する評点。

共通対象地を表1の基準で区分して地図化しました（図2)。材積に対する評点が高い場所は、道

からの距離に対する評点の高い場所が、おおむねカバーしています。また、斜面傾斜の評点は多く

の場所で忘い値を示しています。
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図2の評点を基に、共通対象地に

おける木材生産機能を評価して地固

化しました（図3)。人工林が多い

北部と南部で、機能が高い値を示し

ました。また、材積に対する評点の

影響が、比較的大きいことが分かり

ます。

林業の担い手不足が大きな課題となっている現状では、今後どこで優先的に木材生産を行うか検

討することが重要です。より条件の良い場所で林業を振興することで、地域としての効率的な木材

生産を期待できます。図3を見ると、評価が高い林地と低い林地が、それぞれ偏って分布しています。

このようなマップを考慮に入れることで、地域の森林計画の実効性をより高めることができます。

森林を管理するにあたつて

人工林は針葉樹が中心で、主に建築用材などに使われる木材を生産することができます。広葉樹林か

らは製紙原料や燃料用のチップ、家具や木工製品用の原材料、キノコ栽培用の丸太、薪や炭など様々な

用途の木材が得られます。木材を低コストで効率的に生産するには、材積が大きく、傾斜が緩やかで、

林道から近い場所の森林が適しています。こうした森林では木材生産機能が高くなります。 13章のよう

に、どのような木材をどれだけ生産するのかを示すシナリオを設定し、本プロジェクトで開発したモデ

ルを用いることで、地域の森林資源の将来像と森林の多面的機能に対する影響を広域的に評価すること

ができます。
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